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東
海
支
部

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
九
日

伊
藤
友
子
（
十
八
期
）

長
谷
川
ま
り
子
（
十
六
期
）

鈴
木
貞
子
（
十
五
期
）

　

第
四
十
二
回
東
海
支
部
同
窓
会
を
五
月
二
十
九
日
夏
日

の
中
、ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
・
ナ
ゴ
ヤ
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
て
開
催
。

当
日
は
山
崎
理
事
長
、
嶋
田
（
中
学
・
高
校
）
校
長
、
校

友
会
幹
事
の
方
々
は
じ
め
、
二
十
二
名
が
出
席
。
山
崎
理

事
長
の
御
挨
拶
の
あ
と
、
嶋
田
校
長
か
ら
「
跡
見
花
蹊
日

記
」
の
御
紹
介
が
あ
り
、
御
自
身
で
作
成
さ
れ
た
資
料
を

全
員
に
配
布
さ
れ
、
花
蹊
先
生
が
尾
張
徳
川
家
の
要
請
で

お
講
義
さ
れ
た
と
い
う
史
実
の
御
説
明
を
い
た
だ
き
、
一

同
、
驚
嘆
の
中
、
会
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
席
か
ら
見

る
名
古
屋
城
は
緑
樹
の
中
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ

を
感
じ
さ
せ
威
厳
を
誇
っ
て
お
り
ま
し
た
。
終
始
温
か
い

空
気
に
包
ま
れ
会
は
進
み
、
名
古
屋
支
部
設
立
に
貢
献
さ

れ
た
浜
松
在
住
の
江
間
様
の
御
挨
拶
に
て
終
了
。
お
城
の

見
学
に
も
参
り
ま
し
た
。

富
山
県
支
部
〈
あ
じ
さ
い
会
〉

平
成
二
十
六
年
七
月
三
日

7
家　

梅
崎
一
江　

11
家　

開　

せ
い
子

カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
富
山
・
桜
の
間

　

富
山
県
支
部
会
「
あ
じ
さ
い
会
」
は
昭
和
五
十
七
年
六

月
に
結
成
し
今
度
で
十
一
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
五
期
生

か
ら
十
九
期
生
ま
で
十
四
名
が
三
年
振
り
に
集
い
ま
し

た
。
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
章
な
さ
っ
た
料
理
長
さ
ん

が
私
達
の
為
に
考
案
し
て
下
さ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
メ

ニ
ュ
ー
に
込
め
た
思
い
を
伺
っ
て
和
や
か
な
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
「
こ
の
所
体
調
の
悪
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
思
い

切
っ
て
出
席
し
皆
様
に
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。」「
ゆ
っ
く

り
流
れ
る
時
間
に
心
の
豊
か
さ
を
感
じ
嬉
し
く
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
し
た
。
あ
じ
さ
い
会
が
長
く
続
き
ま
す
よ
う
に

…
。」
等
と
後
日
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
は

十
三
期
生
三
人
の
方
々
に
幹
事
さ
ん
を
引
き
継
い
で
名
残

を
惜
し
み
つ
つ
お
別
れ
致
し
ま
し
た
。

関
西
支
部

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

中
原
・
勝
間
田
・
佐
藤

北
原
・
林
田

　

快
晴
の
こ
の
日
、
早
朝
に
も
拘
わ
ら
ず
山
崎
理
事
長
、

嶋
田
中
高
校
長
、
大
塚
副
学
長
を
お
迎
え
し
、
桃
李
の
会

幹
事
長
、
常
任
幹
事
の
九
名
が
参
加
さ
れ
総
勢
三
十
二
名

は
揃
っ
て
御
所
に
入
り
ま
し
た
。

　

御
所
は
ま
る
で
大
社
の
よ
う
に
崇
高
且
つ
静
寂
の
佇
ま

い
。
紫
宸
殿
を
始
め
清
涼
殿
、
御
常
御
殿
、
御
学
問
所
を

白
砂
の
庭
よ
り
拝
観
し
、
非
公
開
の
奥
の
御
庭
に
も
御
案

内
戴
き
、
眼
福
の
一
刻
を
感
謝
致
し
ま
し
た
。
御
所
に
程

近
い
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
の
「
蛍
」
に
て
懇
親
の
会
を
開

き
、
御
三
方
の
先
生
の
御
挨
拶
は
関
西
支
部
初
め
て
の
幸

せ
で
す
。
又
平
成
二
十
七
年
飛
躍
す
る
母
校
に
期
待
を
と

の
胸
膨
ら
む
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。
萬
葉
幹
事
長
に
は
来

年
八
月
桃
李
六
十
五
周
年
の
同
窓
会
の
お
報
せ
と
抱
負

を
。
今
後
常
任
幹
事
の
肩
に
係
る
大
会
の
成
功
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。
京
懐
石
料
理
の
彩
り
に
心
和
み
親
睦
の
刻
を

過
ご
し
、
私
達
共
通
の
跡
見
へ
の
感
謝
を
覚
え
、
再
会
を

期
し
つ
つ
散
会
を
致
し
ま
し
た
。

　

尚
、
昨
年
関
西
支
部
は
四
十
回
の
節
目
に
門
脇
（
生

12
）
支
部
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

関
西
支
部
の
皆
様
の
明
る
い
親
睦
を
次
回
へ
繋
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

関
西
支
部
会

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日

14
家　

佐
藤
富
美
子

　

六
甲
の
紅
葉
の
美
し
い
十
一
月
二
十
八
日
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
穏
や
か
な
日
に
第
四
十
二
回
関
西
支
部
同
窓
会

は
、
宝
塚
劇
場
内
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
年
は
宝
塚

歌
劇
一
〇
〇
周
年
の
記
念
の
年
に
当
り
ま
す
所
か
ら
、
皆

様
に
歌
劇
を
ぜ
ひ
御
覧
頂
き
た
い
と
計
画
致
し
、
山
崎
理

事
長
、
大
塚
副
学
長
、
萬
葉
幹
事
長
は
じ
め
幹
事
、
会
員

の
皆
様
、
ま
た
東
海
地
区
、
北
海
道
、
広
島
と
広
範
囲
の

皆
様
の
参
加
を
得
、
多
勢
三
十
四
名
に
て
宝
塚
歌
劇
を
観

劇
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
劇
場
近
く
の
「
花
の
み
ち
」
を

散
策
し
な
が
ら
、
秋
の
花
々
を
楽
し
ん
で
頂
き
、
大
劇
場

へ
と
御
案
内
致
し
、
同
窓
会
と
食
事
会
の
後
は
待
望
の
宙

組
「
白
夜
の
誓
い
」
を
観
劇
。「
白
夜
の
誓
い
」
に
は
跡

見
出
身
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
春
瀬
央
季
さ
ん
（
男
役
）
が

出
演
さ
れ
る
と
聞
き
、
彼
女
の
出
番
に
皆
な
大
注
目
。
華

や
か
な
舞
台
で
堂
々
と
演
じ
る
後
輩
を
見
て
、
宝
塚
歌
劇

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
至
福
の
ひ
と
と
き
で
あ
り
ま
し

た
。
跡
見
の
同
窓
会
で
、
偶
然
に
も
後
輩
の
晴
れ
舞
台
を

見
る
機
会
に
恵
ま
れ
よ
う
と
は
、
花
蹊
先
生
の
温
か
い
思

し
召
し
か
と
跡
見
学
園
の
絆
の
深
さ
を
感
じ
入
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

支
部
会
だ
よ
り


